
CRDS「研究開発の俯瞰報告書」で取り上げた研究開発領域ごとの日本の状況 2015.9.16　JST/CRDS

　ライフサイエンス

俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド

基礎 △ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 △ ↗ 基礎 ◎ →
応用 △ → 応用 ○ → 応用 △ ↗ 応用 ◎ →
産業 △ → 産業 ○ ↗ 産業 × → 産業 ◎ ↗
基礎 ◎ → 基礎 ◎ → 基礎 △ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ◎ → 応用 ○ ↗ 応用 △ →
産業 △ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 △ → 産業 × ↘
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 △ ↗ 産業 × → 産業 ○ ↗
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 △ → 基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ○ ↘ 応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ○ ↗ 産業 ○ ↘ 産業 △ → 産業 ○ ↗
基礎 ◎ → 基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 △ ↘
応用 ○ → 応用 △ → 応用 △ → 応用 ○ →
産業 ○ → 産業 × ↘ 産業 △ → 産業 ○ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 △ → 応用 ○ →
産業 △ → 産業 △ → 産業 △ → 産業 ○ →
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 △ → 基礎 ○ →
応用 ○ → 応用 ◎ → 応用 ○ ↗ 応用 ◎ →
産業 △ → 産業 ◎ → 産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ →
応用 ◎ ↗ 応用 ◎ → 応用 ○ ↗ 応用 ◎ →
産業 △ → 産業 △ ↗ 産業 △ → 産業 ○ →
基礎 ○ ↗ 基礎 △ ↗ 基礎 ◎ ↗ 制度検討 ○ ↗
応用 ○ → 応用 △ → 応用 ○ → 研究の推進 ○ ↗
産業 △ → 産業 × → 産業 ○ ↗ 産業動向 △ →
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↘ 基礎 ○ ↗ 基礎研究
応用 ◎ ↗ 応用 ○ → 応用 △ → 穀物 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 △ ↗ 産業 ○ ↗ 野菜 ○ →
基礎 △ → 基礎 ○ ↗ 基礎 △ → 果樹 △ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ○ → 応用研究
産業 △ → 産業 ○ → 産業 △ ↗ 穀物 △ →
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ → 野菜 ○ →
応用 ◎ ↗ 応用 ○ → 応用 ○ ↗ 果樹 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 ○ ↗ 産業化
基礎 × → 基礎 ○ → 基礎 ○ ↗ 穀物 × →
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 △ ↗ 野菜 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 △ ↗ 果樹 × →
基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 ◎ → 基礎 ◎ →
応用 ○ → 応用 ◎ → 応用 ○ → 応用 ○ →
産業 × ↘ 産業 ◎ ↘ 産業 ○ → 産業 △ →
基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 △ ↗ 基礎 ◎ →
応用 ○ ↗ 応用 ◎ → 応用 △ → 応用 ○ →
産業 △ → 産業 ◎ ↘ 産業 △ → 産業 ○ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ◎ → 応用 ○ ↗ 応用 ◎ →
産業 △ → 産業 ◎ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 ◎ →
基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗
産業 ○ ↗ 産業 △ ↗ 産業 △ ↗ 産業 △ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 △ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗
産業 △ → 産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗

基礎 ○ →
応用 ○ →
産業 ◎ →
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●
医
療
・
健
康

俯瞰報告書のライフサイエンス分野における国際比較結果の概要
●ライフサイエンス・臨床医学の多くの領域において、米国が基礎～産業化をリード。わが国の基礎研究、計測・分析等に関する要素技術開発の水準は高いものの、産業化に遅れ。

●日本は、研究用機器としての光学顕微鏡分野、医療機器としての内視鏡分野で高い産業競争力を有しているが、他分野においては、様々な要素技術を統合し、まとめるシステム化技術、得られるデータの標準化を含

むソフトウェア開発の面で海外企業に大きく遅れを取っている。

●日本は、発酵・応用微生物の分野において基礎から応用まで強みが長年あるが、近年多種多様なバイオ化学品の研究開発と産業化が米国・欧州を中心に猛烈な勢いで進められており、基礎・応用・産業化のいずれ

参考資料２
第２回 基盤技術の推進の在り方に関する検討会

Ｈ２７．９．１６
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CRDS「研究開発の俯瞰報告書」で取り上げた研究開発領域ごとの日本の状況 2015.9.16　JST/CRDS

　環境／社会基盤

環境 社会基盤

俯瞰区分 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド

基礎 ○ → 基礎 ○ ↘ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 ○ ↘ 応用 ◎ ↗
産業 ○ ↘ 産業 ○ → 産業 ○ →
基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ○ ↗
産業 △ → 産業 ○ → 産業 ○ →
基礎 ◎ → 基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗
産業 × → 産業 ◎ → 産業 ◎ ↗
基礎 ○ → 基礎 ◎ → 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ○ →
産業 ◎ → 産業 ○ → 産業 ○ →
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↘ 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ◎ ↗
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 ― ―
基礎 ◎ ↗ 基礎 △ → 基礎 ◎ →
応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 △ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 × ↘
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗
産業 × → 産業 ◎ ↗ 産業 ○ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ◎ →
産業 △ ↗ 産業 △ ↗ 産業 ◎ →
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ →
応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ →
産業 ○ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 △ ↗
基礎 ○ ↗ 基礎 × → 基礎 ― ―
応用 ○ ↗ 応用 × → 応用 ― ―
産業 ○ ↗ 産業 △ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↘
応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↘
産業 △ → 産業 ◎ ↗ 産業 ◎ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗
産業 ○ ↗ 産業 × →
基礎 ◎ → 基礎 ◎ →
応用 ○ ↗ 応用 △ →
産業 △ → 産業 ○ →
基礎 ○ →
応用 ◎ →
産業 △ →

CSTI
研究開
発分野
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CRDS「研究開発の俯瞰報告書」で取り上げた研究開発領域ごとの日本の状況 2015.9.16　JST/CRDS

　情報通信分野（1/2）

俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド

基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 △ → 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 △ → 応用 ○ →
産業 ○ → 産業 △ → 産業 ◎ ↗ 産業 △ ↘
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ◎ ↗ 応用 ○ →
産業 △ → 産業 ◎ → 産業 ○ → 産業 ○ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ◎  ↗ 応用 ◎ → 応用 ○ ↗
産業 ― ― 産業 ◎ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 △ → 基礎 ○ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ○ ↗
産業 △ ↗ 産業 ○ → 産業 ◎ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ◎ → 基礎 基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗
応用 △ ↗ 主にxEMS ○ → 応用 △ → 応用 ○ →
産業 △ → 主にDEMS ◎ ↗ 産業 △ ↘ 産業 × ↗
基礎 ○ ↗ 応用 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 ○ → 主にxEMS ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 △ ↗ 主にDEMS ◎ ↗ 産業 △ → 産業 ○ →
基礎 △ ↘ 産業 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ →
応用 △ ↘ 主にxEMS ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 × ↘ 主にDEMS ◎ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 △ →
基礎 ◎ → 基礎 ○ → 基礎 ×     → 基礎 ○ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 △     → 応用 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 ×    ↘ 産業 ○ →
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ◎ →
応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 △ → 応用 ◎ ↗
産業 △ ↗ 産業 ○ → 産業 △ → 産業 ○ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎      → 基礎 △ 　 →
応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ◎      → 応用 △    →
産業 ◎ ↗ 産業 × ↗ 産業 ○      → 産業 △    →
基礎 ◎ ↘ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ ↘ 応用 ◎ → 応用 ○ ↓ 応用 ○ ↗
産業 ○ → 産業 ○ ↗ 産業 ○ ↓ 産業 △ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↘ 応用 △ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗
産業 × ↘ 産業 △ → 産業 ○ → 産業 ― ―
基礎 ○ ↘ 基礎 ○ ↗ 基礎 ○    ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 △ → 応用 ○     → 応用 ○ →
産業 ◎ → 産業 ○ ↗ 産業 △     → 産業 × ―
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○    ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○     → 応用 ◎ ↗
産業 ◎ → 産業 ○ → 産業 ○     → 産業 ○ →
基礎 ◎ → 基礎 △ → 基礎 ○    → 基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↗ 応用 △ → 応用 ○    → 応用 ◎ ↗
産業 ◎ → 産業 △ → 産業 ○    ↗ 産業 ○ →
基礎 ○ → 基礎 △ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ○ ↘ 産業 ◎ → 産業 ○ ↗ 産業 ○ →
基礎 ○ → 基礎 △ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 ◎ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 × →
産業 ○ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 ○ → 産業 × →
基礎 ○ → 基礎 ○ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 △ → 産業 ○       ↗ 産業 ○ → 産業 ◎ ↗
基礎 ○ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ○ ↗
産業 ◎ ↗ 産業 ○ → 産業 △ ↗
基礎 ○ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 ○ ↗
産業 ○ → 産業 △ ↗

通信（メタマテリア
ルアンテナ）

通信（ミリ波デバ
イス技術）

センサー

デ
バ
イ
ス
・
ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

●
I
C
T
基
盤
領
域

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
論

複雑ネットワーク
および総論

機械学習・データ
マイニング分野に
おけるネットワー

構造解析ネットワークに関
する離散数学

ネットワークを扱う
ソフトウェア

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

基
礎
理
論

暗号理論

離散構造と組合
せ論

計算複雑度理論

最適化理論

プログラム基礎理
論

データアナリシス

アナログ回路技術

情報処理

通信（シリコンフォ
トニクス）

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書 CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

複
雑
シ
ス
テ
ム

複雑系生命科学

複雑系脳・神経科
学

複雑系数学

複雑系物理学

学習制御／適応
制御

ロバスト制御

最適制御／予測
制御

ハイブリッドシステ
ム制御

大規模・ネット
ワーク制御

異常検出制
御

●
I
C
T
基
盤
領
域

ワークロード特化
型アーキテク
チャー
ハイパフォーマン
スコンピューティン
グ（ＨＰＣ）

最適化コアモデル
と関連諸技術

連続的最適化

離散的最適化

最適化計算

最適化モデリング

最適化ソフトウェ
アと応用

最
適
化

分散協調制御

確率システム制御

複雑系数理モデ
ル学

複雑系社会学

●
I
C
T
基
盤
領
域

●
I
C
T
基
盤
領
域

電源

モ
デ
リ
ン
グ

エンタープライズ・
アーキテクチャー

ソフトウェア定義
型アーキテク
チャー
クラウドコンピュー
ティング

モバイルアーキテ
クチャー

エネルギーハーベ
ストデバイス

集積回路技術

MEMSデバイス技
術

フォトニクス

プリンテッドエレク
トロニクス技術

制
御

極低電力IT基盤
技術

量子コンピュー
ティングデバイス

メモリーとストレー
ジ

アクチュエーター

通
信
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

デ
バ
イ
ス
・

ハ
ー

ド
ウ

ェ

ア

ネットワーク仮想
化技術

ネットワーク・エネ
ルギーマネージメ
ント

無線通信技術

光通信技術

データ設計

エージェント・ベー
ス・シミュレーショ
ン

行動のモデリング
とソフトコンピュー
ティング

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

ソフトウエア工学

組込みシステム

プログラミングモ
デルとランタイム

システムソフトウ
エアとミドルウエ
ア

複雑系経済学

環境エネルギーと
システム制御

都市インフラとシ
ステム制御

I
T
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

先端的数理モデリ
ング

モデル統合に基
づくシステム設計
とその評価

新たな情報流通
基盤

情報ネットワーク
科学

通信行動とQoE

先端的統計モデリ
ング

機械学習・データ
マイニング

モデルの正則化・
最適化

データ同化

俯瞰報告書の情報通信分野における国際比較結果の概要
●ビッグデータやIoTについては、米国が基礎、応用研究、産業応用すべてにおいて世界をリード。日本はセンサーネットワーク、暗号、データマイニングなどの要素技術に強みはあるものの、産業応用に遅れが見える。

●人工知能、セキュリティーについては日米欧それぞれが基礎研究、応用研究に特色を有する。産業については、米国が特に進んでいる。

●システム科学技術ついては基礎研究から産業化まで米国が圧倒的にリードしている。欧州はそれに次ぐが産業化が相対的に弱い。日本は全体として米国、欧州に対して遅れを取っている。
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CRDS「研究開発の俯瞰報告書」で取り上げた研究開発領域ごとの日本の状況 2015.9.16　JST/CRDS

　情報通信分野（2/2）

俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド

基礎 ○ → 基礎 ○ ↗ 基礎 △ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 ○ ↗ 応用 △ → 応用 △ ↗ 応用 ○ ↗
産業 △ → 産業 × → 産業 ◎ → 産業 ○ ↗
基礎 ○ → 基礎 ○ → 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ○ ↗
産業 △ → 産業 ○ ↗ 産業 △ → 産業 ○ ↗
基礎 ○ → 基礎 △ ↗ 基礎 △ → 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 △ ↗ 応用 △ ↗ 応用 ○ →
産業 △ ↘ 産業 ― ― 産業 △ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ○ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ○ ↘ 基礎 △ → 基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗
応用 △ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ○ ↗
産業 △ → 産業 △ ↗ 産業 ○ → 産業 △ ↗
基礎 × → 基礎 ○ → 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 △ ↘ 産業 × ↗ 産業 ○ ↗ 産業 ◎ →
基礎 △ ↘ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 △ → 産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 ○ ↗
基礎 △ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 △ →
応用 △ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 ○ → 産業 ○ → 産業 △ ↗ 産業 ○ →
基礎 △ → 基礎 △ ↗ 基礎 △ ↗
応用 ○ → 応用 × ↗ 応用 △ →
産業 ◎ → 産業 △ ↗ 産業 × →
基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↘ 基礎 ○ →
応用 ◎ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 ○ ↗
基礎 ○ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ― ―
応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗
産業 ― ↗ 産業 ○ → 産業 ○ ↗
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ○ → 応用 ◎ ↗
産業 ◎ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 ○ →
基礎 ○ → 基礎 ○ ↗ 基礎 △ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 △ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 ○ →
基礎 △ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 ○ → 応用 ○ ↗
産業 △ ↗ 産業 ○ → 産業 ○ ↗
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 ○ → 応用 △ → 応用 ◎ ↗
産業 × ↘ 産業 × → 産業 ○ ↗
基礎 △ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ →
応用 △ ↗ 応用 ○ → 応用 △ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 × →
基礎 ○ → 基礎 △ → 基礎 △ →
応用 ○ → 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 △ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 △ ↗
応用 △ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗
産業 △ ↗ 産業 ○ ↗ 産業 △ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 ○ ↗
基礎 △ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 △ → 応用 ○ → 応用 △ →
産業 △ → 産業 ○ → 産業 × →

基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 △ → 応用 ○ ↗
産業 △ → 産業 ○ →

●
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
領
域

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

次世代暗号技術
および暗号プロト
コル

ITシステムのため
のリスクマネジメ
ント技術

要素別セキュリ
ティー技術

認証・ＩＤ連携技術

サイバー攻撃の
検知・防御次世代
技術

イ
ン
タ
ラ
ク
シ

ョ
ン

BMI（ブレイン・マ
シン・インター
フェース）

人間拡張工学

ハプティクス

ウエアラブルコン
ピューティング

HRI(ヒューマン・ロ
ボット・インタラク
ション)

グラフィックス・
ファブリケーション

サービスデザイン

価値共創過程の
モデリング

オープンデータ

著作権とビッグ
データ

●
ロ
ボ

ッ
ト
領
域

サ
ー

ビ
ス
シ
ス

テ
ム

●
未
来
I
C
T

領
域

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

対人サービスシス
テム

ＩＴサービスシステ
ム

サ
ー

ビ
ス
シ
ス
テ
ム

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

ライフサイエンス
分野におけるビッ
グデータ

教育とビッグデー
タ

社会インフラと
ビッグデータ

オントロジーとＬＯ
Ｄ

Webインテリジェン
ス

知能ロボティクス

統合的人工知能

汎用人工知能

認知科学

価値共創の測定・
評価

製品サービスシス
テム

ビ

ッ
グ
デ
ー

タ

次世代情報検索・
推薦技術

個人ライフログ
データの記録・利
活用技術

探索とゲーム

機械学習、深層
学習

ITメディア分野に
おけるビッグデー
タ

C
P
S
/
I
o
T

ＣＰＳ／ＩｏＴアーキ
テクチャー

Ｍ２Ｍ

シ
ス
テ
ム
構
築
方
法
論

I
T
メ
デ
ィ
ア
と
デ
ー

タ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

●
未
来
I
C
T
領
域

●
I
C
T
基
盤
領
域

大規模言語処理
に基づく情報分析

言語情報処理応
用（機械翻訳）

言語情報処理応
用（音声対話）

人
工
知
能

社会システムデザ
イン

ＣＰＳ／ＩｏＴセキュ
リティー

応用と社会インパ
クト

ものづくりとＩｏＴ

ビッグデータとプ
ライバシー

知
の
コ
ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ
ン
グ

知のメディア

知のプラット
フォーム

知のコミュニ
ティー

I
T
メ
デ
ィ
ア

と
デ
ー

タ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

●
未
来
I
C
T
領
域

地域・コミュニティ
サービスシステム

合意形成

問題構造化技法

高信頼要求工学

システムアシュア
ランス

ビ

ッ
グ
デ
ー

タ

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

●
未
来
I
C
T
領
域

ビ
ジ

ョ
ン
・
言
語
処
理

プライバシー情報
の保護と利活用

デジタル・フォレン
ジック

画像・映像の意味
解析

言語と映像の統
合理解

ビッグデータの統
合・管理・分析技
術

ユーザー生成コン
テンツとソーシャ
ルメディア

センサーデータ統
合検索分析技術

時空間データマイ
ニング技術

ビッグデータ基盤
技術

ビッグデータ解析
技術

クラウドソーシン
グ

プライバシー保持
マイニング技術

サービス価値創
造基盤システム

サービスシステム
モデル

ライフサイクルマ
ネジメント

プロジェクトマネジ
メント

品質マネジメント

コンセプトエンジ
ニアリング

SoSアーキテク
チャ

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書
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CRDS「研究開発の俯瞰報告書」で取り上げた研究開発領域ごとの日本の状況 2015.9.16　JST/CRDS

　ナノテクノロジー・材料分野

俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 研究開発領域 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド

基礎 ○ → 基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ →
産業 ○ → 産業 ◎ ↘ 産業 ○ →
基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 × → 応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗
産業 × → 産業 × ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↘ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ◎ → 応用 ◎ →
産業 ○ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 ○ →
基礎 ◎ → 基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗
産業 ◎ → 産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 ◎ ↗ 応用 × →
産業 ○ → 産業 ◎ → 産業 × →
基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 △ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ○ → 応用 △ ↗
産業 △ ↗ 産業 ◎ → 産業 △ ↗
基礎 ◎ → 基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↘
応用 ○ → 応用 ◎ ↘ 応用 ○ ↗
産業 ○ → 産業 ○ ↘ 産業 ○ →
基礎 ◎ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ○ →
産業 △ ↗ 産業 ◎ ↗ 産業 ○ →
基礎 ◎ ↘ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ →
応用 ○ → 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ○ → 産業 ◎ ↗ 産業 ○ →
基礎 ◎ → 基礎 ○ → 基礎 ◎ →
応用 ○ ↘ 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ →
産業 △ → 産業 ◎ ↗ 産業 ◎ ↗
基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ →
応用 ○ ↗ 応用 ○ → 応用 ◎ ↗
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 ◎ ↗
基礎 ◎ → 基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 △ →
基礎 ◎ → 基礎 △ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↗ 応用 △ ↗ 応用 ○ ↗
産業 △ → 産業 △/○ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ →
応用 ◎ ↗ 応用 × →
産業 ◎ ↗ 産業 ― ―
基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↗
産業 △ →

情
報
通
信
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

センシングデバイス･
システム

●
グ
リ
ー

ン
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

領
域

●
材
料
領
域

リスク評価・リスク管
理

データ駆動型材料
研究(マテリアルズ・
インフォマティクス）
トップダウン型プロ
セス（半導体超微細
加工）

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

太陽電池

人工光合成

燃料電池

熱電変換

蓄電デバイス

パワー半導体

グリーンプロセス触
媒

フォトニクス

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

●
ナ
ノ
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

領
域

健
康
・
医
療

生体材料（バイオマ
テリアル

再生医療用材料

薬物送達システム
(ナノDDS）

ナノ計測・診断デバ
イス

バイオイメージング

MEMS／MEMS

社
会
イ

ン
フ
ラ

●
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
領
域

超低消費電力ナノエレ
クトロニクス(ロジック、
メモリ）

生体イメージング

二次元機能性原子
薄膜

スピントロニクス

有機エレクトロニク
ス

基
盤
科

学
技
術

ボトムアップ型プロ
セス（自己組織化）

ナノ計測（走査プ
ローブ顕微鏡）

ナノ計測（電子顕微
鏡）

ナノ計測（放射光・X
線計測）

ナノ計測(超高速時
間分解分光)

界面制御

空間･空隙構造制御

分子技術

バイオミメティクス

分子ロボティクス

CRDS俯瞰報告書 CRDS俯瞰報告書CSTI
研究開
発分野

CSTI
研究開
発分野

異種機能三次元集
積チップ

超低消費電力ナノエ
レクトロニクス(量子
情報）

●
基
盤
技
術
領
域

基
盤
科
学
技
術

社
会
イ
ン
フ
ラ

元素戦略

構造材料(金属系）

構造材料(複合材
料）

水処理用分離膜

高温超伝導
送電

放射性物質の除染・
減容化

物質・材料シュミ
レーション

俯瞰報告書のナノテク・材料分野における国際比較結果の概要
●日本はナノテク・材料科学技術をベースに、素材・電子部品産業に現在も高い競争力を有し、アカデミアも世界に注目される成果をコンスタントに創出。しかし、近年アジア諸国の台頭によるエレクトロニクスや

エネルギー材料・デバイスの日本製品シェアの低下、諸外国と比較した相対的な研究人材数や論文数、特許数の伸びの停滞の面から見て、今後も現在の位置を維持できるかは全く予断を許さない。

●総じて日本は基礎研究に強く、特に電池（太陽、燃料、蓄電）、構造材料、複合材料、スピントロニクス、有機エレトロニクス、元素戦略、ナノ計測技術など。しかし、応用・産業化では諸外国の後塵を拝する領域

がいくつか存在する。太陽電池、グリーン触媒の産業化では、中国・韓国との競争により状況は停滞傾向。センサーデバイスの産業化も欧米が強い。欧米に先行されたデータ駆動型材料設計（マテリアルズ・イ

ンフォマティクス）などの注目領域は、今後のナノテク・材料の競争に大きな影響を与える。

●世界では、融合を加速し基礎から産業化までのスピードを短縮させるために、拠点型オープンイノベーションの取組み（フランス・MINATEC、ベルギー・IMEC、米国・ALBANY、中国・蘇州ナノポリスなど）が一層

強化され、国際競争を決する大きな流れに。日本でも、基礎基盤を世界最高レベルに保ち、アカデミア・産業界が共にいつでも先端技術にアクセスし、実用化・システム化・産業化へつなげていくことのできる新

時代の体制（ナノテク・材料イノベーションプラットフォーム）を全国にわたる体制として形成することが、欠かせないと考えられる。
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CRDS「研究開発の俯瞰報告書」で取り上げた研究開発領域ごとの日本の状況 2015.9.16　JST/CRDS

　エネルギー分野

俯瞰区分 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド 俯瞰区分 フェーズ 日本の現状 日本のトレンド

基礎 ○ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 △ →
産業 × → 実装化 ○ → 産業 ○ ↗ 産業 △ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ → 基礎 ○ →
応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↘
産業 ○ ↘ 実装化 △ → 産業 ◎ ↗ 産業 ◎ →
基礎 △ → 基礎 △ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ →
応用 △ ↘ 応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 △ → 産業 △ → 産業 ○ → 産業 △ →
基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ → 基礎 △ ↘
応用 ○ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 △ →
産業 ○ → 産業 ― ― 産業 ○ ↗ 産業 × →
基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ― ― 応用 ○ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ○ ↗ 産業 ― ― 産業 △ ↗ 産業 ◎ ↗
基礎 ◎ → 基礎 ◎ → 基礎 ○ → 基礎 ◎ →
応用 ○ → 応用 △ → 応用 △ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ○ → 産業 × ↘ 産業 ○ ↗ 産業 ◎ ↗
基礎 ○ → 基礎 ◎ → 基礎 ○ → 基礎 ○ →
応用 △ ↘ 応用 ◎ → 応用 ◎ ↗ 応用 ○ →
産業 △ ↘ 産業 ○ → 産業 ◎ ↗ 産業 ○ →
基礎 △ → 基礎 ◎ → 基礎 ○ ↗ 基礎 ◎ ↗
応用 ○ → 応用 ◎ → 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ◎ → 産業 ○ → 産業 ○ ↗ 産業 ◎ ↗
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ◎ →
応用 △ → 応用 ○ → 応用 ◎ →
産業 × ↘ 産業 ○ → 産業 ○ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ ↗ 基礎 ○ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用 ○ →
産業 ○ → 産業 ○ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 ○ → 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ →
応用 △ → 応用 △ ↗ 応用 ○ ↗
産業 × ↘ 産業 × → 産業 △ ↗
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ◎ →
応用 ○ → 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ →
産業 ○ ↘ 産業 ◎ ↗ 産業 ◎ →

基礎 ◎ ↗ 基礎 △ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗

産業 ○ → 産業 ◎ ↗ 産業 ○ ↗
基礎 × → 基礎 ○ → 基礎 ○ ↗
応用 ○ ↗ 応用 ◎ → 応用 ○ →
産業 ○ ↗ 産業 ○ → 産業 ◎ ↗
基礎 ― ― 基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ →
応用 ― ― 応用 ○ ↗ 応用 ◎ →
産業 ― ― 産業 ○ → 産業 ○ →
基礎 ◎ ↗ 基礎 ○ → 基礎 ○ ↗
応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↗ 応用 ◎ ↗
産業 ◎ ↗ 産業 ◎ → 産業 ○ ↗
基礎 ○ → 基礎 ○ ↗ 基礎

応用 ◎ ↗ 応用 ○ ↗ 応用

産業 ○ → 産業 ○ ↗ 産業

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

研究開発領域

多
様
な
社
会
的
要
請
に
応
え
る
エ

ネ
ル
ギ
ー

サ
ー

ビ
ス

原
子
力
を
よ
り
安
全
に
維
持
・
活
用
す
る
場
合
に
取
り
組
む
べ
き

研
究
課
題

リスク評価と管理
の手法

原子炉の設計・建
設・維持

原子力の保全学

原子力に関する
防災

過酷事故への対
応

原子力基盤技術
の開発

新型炉（核融合を
含む）の研究・開
発

核燃料サイクルの
技術

→

↘

CSTI
研究開
発分野

CSTI
研究開
発分野研究開発領域

CRDS俯瞰報告書

研究開発領域

●
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
多
様
化

原
子
力
の
将
来
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
む
べ
き
研
究
課
題

分散電源と再生可
能エネルギーとの
融合システム

バイオマス

環境修復の手法

原子力に関する
国際的視野

●
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
多
様
化

原子力の政治経
済学

国際的視野、社
会的視野を含ん
だ依存脱却戦略

原子力に関する
規制

研究開発
△

3S（原子力安全、
核セキュリティ、保
障措置）

○ →

原子炉の廃止措
置（デコミ）

福島第一原子力
発電所事故への
対応

高レベル放射性
廃棄物の管理・処
分

低レベル放射性
廃棄物の管理

使用済み核燃料
の管理

プルトニウムの管
理手法

ウラン廃棄物の管
理手法

高
品
位
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安

定
供
給

原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給

原

子

力

に

依

存

し

な

い

場

合

に

取

り

組

む

べ

き

研

究

課

題

太陽光

風力

環境・人体への放
射線影響（防護を
含む）

原子力に関するリ
スクと人間・社会

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
推
進

原
子
力

○ →

エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

エネルギー消費
実態の把握

ネットワークとビッ
グデータの活用

需要側資源を活用す
るエネルギー需給マネ
ジメントシステム

消費者行動に着目
したエネルギー利
用の高効率化

熱利用実態を踏
まえた機器高効
率化

建物躯体と建築
設備の統合的高
効率化

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給

エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用

エネルギーネット
ワーク技術

安全安心を支える
エネルギー利用

労働、雇用や生
活スタイルとエネ
ルギーサービス

健康、医療、介護、高
齢者支援におけるエ
ネルギーサービス

省エネ対策がもたら
すコベネフィットの
評価と見える化

高
品
位
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給

化

石

資

源

利

用

に

お

け

る

二

酸

化

炭

素

排

出

削

減

二酸化炭素回収・
貯留システム

非在来型石油・天
然ガス資源の採掘
技術

重質油の高度利
用

低品位石炭資源の革新
的な改質・輸送・転換技
術とエネルギー・製鉄分
野への利用

天然ガスの高度
利用

●
エ
ネ
ル
ギ
ー

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

、
信
頼
性
向
上

●
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
多
様
化

輸
送
用
燃

料
の
低
炭

素
化

バイオマス利活用
とバイオ燃料製造
技術

低
炭
素
化
を
実
現
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー

利
用

次世代自動車の
利用拡大と高効
率化

未利用中低温排
熱源の効率的活
用

建築物における
太陽熱エネル
ギー活用

水素エネルギー
の利用浸透

も
の
づ
く
り
の
高
効

率
化

排熱利用低温吸
熱反応

産業分野における
熱利用、未利用熱
の効率的利用

新規石油化学製
品製造ルート

次世代交通・運輸
システム

新しいエネルギー
利用を社会に定着
させる技術

地熱

海洋エネルギー

高効率火力発電

高効率固体酸化
物形燃料電池

全負荷帯での超高
効率発電による
CO2排出量抑制

中温作動の固体電
解質による新規プロ
セス

CSTI
研究開
発分野

CRDS俯瞰報告書

研究開発

研究開発
○

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給

エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用

CRDS俯瞰報告書

研究開発領域

化
石
資
源
利
用

の
高
効
率
発
電

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
よ
る
低
炭

素
化
の
推
進

原
子
力
の
将
来
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
組

む
べ
き
研
究
課
題

俯瞰報告書の環境・エネルギー分野における国際比較結果の概要

●全体として、基礎・基盤的な研究・技術のレベルでは欧米と肩を並べ高いが、分野間連携が弱いなどの課題もあり、新技術創出は遅れがち。 応用開発では精力的な展開を進めているが広く普及さ

れるものが少ない。要素技術のみならずシステム・パッケージでの海外展開に向けた取り組みが課題。

●再生可能エネルギーに関しては、基礎・応用研究のプロジェクトが数多く行われているものの、特に進んでいる欧州に比して導入が遅れている。

●原子力については、発電所事故に対応する研究に加え、環境修復、放射線影響に関する研究が進んでいるが、核燃料サイクル等の分野は震災以前に比べ停滞。

●エネルギー利用については、次世代自動車や熱活用、水素利用技術などで基礎研究から産業化まで高い技術競争力を持つ。エネルギーマネジメントに関わる機器開発から実証実験についても広

く取り組まれている。省エネ機器のさらなる普及と定着のためには社会全体でのエネルギーの見える化や予測技術、コベネフィットに関する研究開発推進が課題である。

●環境分野では、最先端の研究開発や国際的な競争力を持つ要素技術が多く存在するが、欧米と比較すると、学際的な連携や包括的視点からの課題解決、パッケージ化等による海外展開、政策へ

の取り込みにおいて課題がある。
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